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業績予想及び配当予想に関するお知らせ 

 

 

当社は、本日開催の取締役会において、2020 年５月 20 日に公表しました「2020 年３月期決算短信

（連結）」において未定としておりました 2021 年３月期（2020 年４月１日～2021 年３月 31 日）の通

期連結業績予想及び配当予想について決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１． 通期連結業績予想数値（2020 年４月１日～2021 年３月 31 日） 

 売上高 

 

営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

― ― ― ― ― 

今回修正予想（Ｂ） 85,000 4,500 4,700 2,800 44.89 

増減額（Ｂ－Ａ） ― ― ― ―  

増 減 率 （ ％ ） ― ― ― ―  

（ご参考）前期実績 

（2020 年３月期） 
111,675 8,912 9,674 6,584 103.34 

 

 

２．配当予想 

 

年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前 回 予 想 
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

― ― ― ― ― 

今 回 修 正 予 想 

（2021 年３月期） 
― 7.00 ― 19.00 26.00 

当 期 実 績 ―     

前 期 実 績 

（2020 年３月期） 
― 7.00 ― 19.00 26.00 

 

 

 



 

 

３．公表の理由 

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、人や貨物の輸送量が減少し、国内鉄道事業者の運輸収入に大

きな影響が生じています。交通インフラへの設備投資や公共事業投資が減少し、市場規模が縮小する

懸念がありますが、その影響を合理的に算定することが困難であったことから、2021 年３月期の通期

連結業績予想を未定としておりました。 

依然として感染拡大の収束見通しが立っておらず、先行きに対する不透明感が強い状況にあります

が、今後予想される海外を含めた交通インフラへの投資計画や当社グループの受注残高、事業構造改

革の進展など現時点において入手可能な情報から得られた判断に基づき算定した業績予想を公表いた

します。 
 

また、当社グループは、長期的視野に立った安定的な収益構造と経営基盤の確立、並びに財務体質の

強化を目指して研究開発投資、生産体制の整備、人材の育成等を図るとともに、株主の皆様に対しまし

ては安定的な配当の継続と業績に応じた利益還元を実施していくことを利益配分に関する基本方針と

し、連結配当性向 30%前後を当面の目標と定めています。 
 

2021 年３月期の配当予想につきましては、厳しい事業環境においても安定的な配当を継続すること

を重視し、中間配当予想を７円、期末配当予想を 19 円とすることといたしました。 

これにより、年間配当金は 26 円、連結配当性向は 57.9％になります。 

 

※上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の 

業績等は今後の様々な要因によって予想と異なる可能性があります。 

  

以 上 


